
三木市創生計画の見直しの方向性　骨子案

若者が働きやすい、働きがいのあるしごとを創る

柱 1 三木の特性を活かした既存産業の振興

① 金物産業等、地場産業の振興 　・三木金物、酒米山田錦

② 農業の株式会社化等による経営革新

③ 既存産業の活性化

柱 2 高速道路を活用した大型集客施設の誘致

① 高速道路網を活用して人を呼び込む大型集客拠点の誘致 　・スマートインターチェンジの活用

② 若者が魅力を感じる職場を創り、定住を促進

③ 市内への人の流れを創り、中心市街地を活性化

柱 3 ネスタリゾート神戸を核としたまちの活性化

　 ① リニューアルを機に新たに展開する事業による雇用の創出とまちの活性化

② スポーツや温泉などで高齢者をはじめとする市民の健康づくり

若者が魅力を感じるまち・住まいを創る

柱 4 緑が丘をモデルとしたまちの再生

① 土地利用計画の策定による住まい・街並みの再生

② 魅力あるまちづくり計画の策定による共生社会の実現

③ 「生涯活躍のまち」構想の推進による団地再生

柱 5 「住み心地」の向上による定住の促進

① 郊外地としての魅力を発信

② 若者向けのイベントなどで若者がくらしを楽しむ場を創出

③ 定住につながる三木の魅力を「住みよさ」として情報発信

柱 6 ゴルフを核としたまちの活性化

① ゴルフ振興によるさらなるゴルフ人口の拡大 　・全国高校ゴルフ選手権大会の誘致

② ゴルフ場を活用したまちの活性化 　・県立高校ゴルフ部の創設

③ ゴルフを核としたスポーツツーリズムによるまちおこし

人口減少・高齢社会に対応して生活の質を高める

柱 7 教育や子育て支援の充実による次世代の育成

① 三木独自の質の高い教育 　・子どもの貧困対策

② 子育てしている家族の生活をサポート 　・教職員の資質向上

③ 未婚・晩婚化の解消

柱 8 コンパクトシティ化や環境に配慮したエコタウン化の推進

① コンパクトシティ化の推進

② 小さな拠点形成とネットワーク化

③ 環境に配慮したエコタウン化の推進

柱 9 バス・鉄道等、公共交通の活性化

① バス交通の活性化 　・利用実態に即したバス路線の見直し

② 神戸電鉄粟生線の活性化 　・神戸電鉄粟生線の存続

　・防災・減災対策の推進

　 －防災関係機関の誘致

　・医療・福祉の充実

安全・安心のまちづくり

　三木市においては、平成27年4月に「三木市創生計画策定検証委員会」（以下、「創生委員会」という。）を設置し、平成28年3月に「三木
市創生計画」（以下、「計画」という。）を策定しました。
　次いで、平成28年度には、地方創生関係交付金事業の活用など国の新たな動きや、計画を進めるなかで生じた事業の方向性の変更な
どを踏まえ、計画を第２版として更新しています。（平成29年3月31日）
　計画で定める期間は平成27年度から31年度までの5年間。平成29年度はその中間年にあたることから、これまで取り組んできた事業の効
果等を検証し、より効果的、効率的な推進方策等を検討するなど施策の改善を図るとともに、新市長就任（平成29年7月）により創生の柱と
してきた一部事業についての見直し等の方向性が示されていることから、庁内での協議及び創生委員会での意見交換を踏まえながら、平
成30年3月を目標に第3版として計画の改定を予定しています。
　以下の（１）現在の計画の骨子に対し、（２）平成29年度8月市議会で示した施政方針の内容等を盛り込んでいく方向で、計画のブラッシュ
アップを検討しています。
今後、創生委員会でご意見をいただきながら、見直し案の具体化を進めていきます。

（２）平成29年度8月市議会　施政方針要旨

駅前集合住宅建設計画の再検討

ゴルフ振興

教育環境の整備・充実

ごみ処理民間委託の再検討

広域公共交通網の整備

（１）三木市創生計画　人口ビジョン・総合戦略　第2版骨子　（Ｈ29.3.31）

地場産業の振興

大型集客施設誘致事業の見直し

資料２ ： 創生計画の見直しの方向性 

平成29年9月4日 三木市創生計画策定検証委員会 


